
JP 2007-122085 A5 2008.5.22

10

【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第２区分
【発行日】平成20年5月22日(2008.5.22)

【公開番号】特開2007-122085(P2007-122085A)
【公開日】平成19年5月17日(2007.5.17)
【年通号数】公開・登録公報2007-018
【出願番号】特願2007-31101(P2007-31101)
【国際特許分類】
   Ｇ１０Ｈ   1/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ１０Ｈ   1/00    １０２Ｚ
   Ｇ１０Ｈ   1/00    　　　Ｂ
   Ｇ１０Ｈ   1/00    　　　Ｚ

【手続補正書】
【提出日】平成20年4月8日(2008.4.8)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　楽曲を構成する楽音の発音制御を指示する制御データおよび前記制御データによる制御
タイミングを示す第１デルタタイムデータが対になった演奏データと、管理イベントデー
タおよび前記管理イベントデータの発生タイミングを示す第２デルタタイムデータとの対
とが前記楽曲の進行に沿って記録された第１楽曲データを受信する第１受信手段と、
　前記第１受信手段が受信した制御データと対になっている前記第１デルタタイムデータ
が示す制御タイミングに従って当該制御データを出力する出力手段と、
　順次再生される楽曲の音声データを第２楽曲データとして受信する第２受信手段と、
　前記第２楽曲データが示す音声波形の中期的な変動要素を示す第１指標を生成する第１
生成手段と、
　前記音声波形の前記中期より長い期間となる長期的な変動要素を示す第２指標を生成す
る第２生成手段と、
　前記第１指標と前記第２指標とを比較することにより前記音声波形の急激な変化を検出
し、前記第２楽曲データの再生に伴って開始された計時により、前記音声波形の急激な変
化のタイミングを示す時間データを生成する第３生成手段と、
　前記第１受信手段が受信した前記第２デルタタイムデータの前後一定期間内に前記第３
生成手段が生成した時間データが示すタイミングが存在するか否かを監視し、存在する場
合には前記時間データと前記第２デルタタイムデータとの比較結果に従い、前記出力手段
による制御データの出力タイミングを調整する調整手段と
　を備えることを特徴とする再生装置。
【請求項２】
　楽曲を構成する楽音の発音制御を指示する制御データおよび前記制御データによる制御
タイミングを示す第１デルタタイムデータが対になった演奏データと、管理イベントデー
タおよび前記管理イベントデータの発生タイミングを示す第２デルタタイムデータとの対
とが前記楽曲の進行に沿って記録された第１楽曲データを受信する第１受信手段と、
　前記第１受信手段が受信した制御データと対になっている前記第１デルタタイムデータ
が示す制御タイミングに従って当該制御データを出力する出力手段と、
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　順次再生される楽曲の音声データを第２楽曲データとして受信する第２受信手段と、
　前記第２楽曲データが示す音声波形の中期的な変動要素を示す第１指標を生成する第１
生成手段と、
　前記音声波形の前記中期より長い期間となる長期的な変動要素を示す第２指標を生成す
る第２生成手段と、
　前記第１指標と前記第２指標とを比較することにより前記音声波形の急激な変化を検出
し、前記第２楽曲データの再生に伴って開始された計時により、前記音声波形の急激な変
化のタイミングを示す時間データを生成する第３生成手段と、
　前記第３生成手段が生成した時間データと前記第１受信手段が受信した前記第２デルタ
タイムデータとに対し回帰分析を行うことにより得られる分析結果に基づき、前記出力手
段による制御データの出力タイミングを調整する調整手段と
　を備えることを特徴とする再生装置。
【請求項３】
　前記第１生成手段は、前記音声データが示す波形が有する周波数成分のうち一の周波数
より低い周波数成分のみを含む波形を示すデータを前記第１指標として生成し、
　前記第２生成手段は、前記音声データが示す波形が有する周波数成分のうち前記一の周
波数より低い周波数である他の周波数より低い周波数成分のみを含む波形を示すデータを
前記第２指標として生成する請求項１又は２に記載の再生装置。
【請求項４】
　楽曲を構成する楽音の発音制御を指示する制御データおよび前記制御データによる制御
タイミングを示す第１デルタタイムデータが対になった演奏データと、管理イベントデー
タおよび前記管理イベントデータの発生タイミングを示す第２デルタタイムデータとの対
とが前記楽曲の進行に沿って記録された第１楽曲データを受信する第１受信過程と、
　前記第１受信過程が受信した制御データと対になっている前記第１デルタタイムデータ
が示す制御タイミングに従って当該制御データを出力する出力過程と、
　順次再生される楽曲の音声データを第２楽曲データとして受信する第２受信過程と、
　前記第２楽曲データが示す音声波形の中期的な変動要素を示す第１指標を生成する第１
生成過程と、
　前記音声波形の前記中期より長い期間となる長期的な変動要素を示す第２指標を生成す
る第２生成過程と、
　前記第１指標と前記第２指標とを比較することにより前記音声波形の急激な変化を検出
し、前記第２楽曲データの再生に伴って開始された計時により、前記音声波形の急激な変
化のタイミングを示す時間データを生成する第３生成過程と、
　前記第１受信過程が受信した前記第２デルタタイムデータの前後一定期間内に前記第３
生成過程が生成した時間データが示すタイミングが存在するか否かを監視し、存在する場
合には前記時間データと前記第２デルタタイムデータとの比較結果に従い、前記出力過程
による制御データの出力タイミングを調整する調整過程と
　を備えることを特徴とする再生方法。
【請求項５】
　楽曲を構成する楽音の発音制御を指示する制御データおよび前記制御データによる制御
タイミングを示す第１デルタタイムデータが対になった演奏データと、管理イベントデー
タおよび前記管理イベントデータの発生タイミングを示す第２デルタタイムデータとの対
とが前記楽曲の進行に沿って記録された第１楽曲データを受信する第１受信過程と、
　前記第１受信過程が受信した制御データと対になっている前記第１デルタタイムデータ
が示す制御タイミングに従って当該制御データを出力する出力過程と、
　順次再生される楽曲の音声データを第２楽曲データとして受信する第２受信過程と、
　前記第２楽曲データが示す音声波形の中期的な変動要素を示す第１指標を生成する第１
生成過程と、
　前記音声波形の前記中期より長い期間となる長期的な変動要素を示す第２指標を生成す
る第２生成過程と、
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　前記第１指標と前記第２指標とを比較することにより前記音声波形の急激な変化を検出
し、前記第２楽曲データの再生に伴って開始された計時により、前記音声波形の急激な変
化のタイミングを示す時間データを生成する第３生成過程と、
　前記第３生成過程が生成した時間データと前記第１受信過程が受信した前記第２デルタ
タイムデータとに対し回帰分析を行うことにより得られる分析結果に基づき、前記出力過
程による制御データの出力タイミングを調整する調整過程と
　を備えることを特徴とする再生方法。
【請求項６】
　前記第１生成過程において、前記音声データが示す波形が有する周波数成分のうち一の
周波数より低い周波数成分のみを含む波形を示すデータを前記第１指標として生成し、
　前記第２生成過程において、前記音声データが示す波形が有する周波数成分のうち前記
一の周波数より低い周波数である他の周波数より低い周波数成分のみを含む波形を示すデ
ータを前記第２指標として生成する請求項４又は５に記載の再生方法。
【請求項７】
　コンピュータを、
　楽曲を構成する楽音の発音制御を指示する制御データおよび前記制御データによる制御
タイミングを示す第１デルタタイムデータが対になった演奏データと、管理イベントデー
タおよび前記管理イベントデータの発生タイミングを示す第２デルタタイムデータとの対
とが前記楽曲の進行に沿って記録された第１楽曲データを受信する第１受信手段と、
　前記第１受信手段が受信した制御データと対になっている前記第１デルタタイムデータ
が示す制御タイミングに従って当該制御データを出力する出力手段と、
　順次再生される楽曲の音声データを第２楽曲データとして受信する第２受信手段と、
　前記第２楽曲データが示す音声波形の中期的な変動要素を示す第１指標を生成する第１
生成手段と、
　前記音声波形の前記中期より長い期間となる長期的な変動要素を示す第２指標を生成す
る第２生成手段と、
　前記第１指標と前記第２指標とを比較することにより前記音声波形の急激な変化を検出
し、前記第２楽曲データの再生に伴って開始された計時により、前記音声波形の急激な変
化のタイミングを示す時間データを生成する第３生成手段と、
　前記第１受信手段が受信した前記第２デルタタイムデータの前後一定期間内に前記第３
生成手段が生成した時間データが示すタイミングが存在するか否かを監視し、存在する場
合には前記時間データと前記第２デルタタイムデータとの比較結果に従い、前記出力手段
による制御データの出力タイミングを調整する調整手段と
　して機能させるためのプログラム。
【請求項８】
　コンピュータを、
　楽曲を構成する楽音の発音制御を指示する制御データおよび前記制御データによる制御
タイミングを示す第１デルタタイムデータが対になった演奏データと、管理イベントデー
タおよび前記管理イベントデータの発生タイミングを示す第２デルタタイムデータとの対
とが前記楽曲の進行に沿って記録された第１楽曲データを受信する第１受信手段と、
　前記第１受信手段が受信した制御データと対になっている前記第１デルタタイムデータ
が示す制御タイミングに従って当該制御データを出力する出力手段と、
　順次再生される楽曲の音声データを第２楽曲データとして受信する第２受信手段と、
　前記第２楽曲データが示す音声波形の中期的な変動要素を示す第１指標を生成する第１
生成手段と、
　前記音声波形の前記中期より長い期間となる長期的な変動要素を示す第２指標を生成す
る第２生成手段と、
　前記第１指標と前記第２指標とを比較することにより前記音声波形の急激な変化を検出
し、前記第２楽曲データの再生に伴って開始された計時により、前記音声波形の急激な変
化のタイミングを示す時間データを生成する第３生成手段と、
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　前記第３生成手段が生成した時間データと前記第１受信手段が受信した前記第２デルタ
タイムデータとに対し回帰分析を行うことにより得られる分析結果に基づき、前記出力手
段による制御データの出力タイミングを調整する調整手段と
　して機能させるためのプログラム。
【請求項９】
　前記第１生成手段は、前記音声データが示す波形が有する周波数成分のうち一の周波数
より低い周波数成分のみを含む波形を示すデータを前記第１指標として生成し、
　前記第２生成手段は、前記音声データが示す波形が有する周波数成分のうち前記一の周
波数より低い周波数である他の周波数より低い周波数成分のみを含む波形を示すデータを
前記第２指標として生成する請求項７又は８に記載のプログラム。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】発明の名称
【補正方法】変更
【補正の内容】
【発明の名称】再生装置、再生方法およびプログラム
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